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 え
絵の

ぐ

具は
なに

何からどうやって
つく

作るの 

●
むかし

昔は、
いろ

色のついた
つち

土を
つか

使っていた 

 ほら
あな

穴などでくらしていた、
むかし

昔の
ひと

人は、かべにいろいろな
え

絵を、かき
のこ

残しています。そ

の
え

絵を
しら

調べてみると、
あか

赤や
き い ろ

黄色、
くろ

黒などの、
いろ

色のついた
つち

土を
つか

使って、
え

絵をかいていたことが、

わかりました。いちばん
はじ

初めの
え

絵の
ぐ

具は、
いろ

色のついた
つち

土だったのです。また、
も

燃え
のこ

残った
き

木

の
さき

先の
すみ

炭や、
どうぶつ

動物の
ほね

骨を
や

焼いた
すみ

炭で、
くろ

黒い
え

絵をかいたりしました。 

 
し ぜ ん

自然の
なか

中には、
いろ

色のきれいな
いし

石や、
かい

貝の
から

殻、
たまご

卵の
から

殻などがあります。
むかし

昔の
ひと

人は、これら

を
こま

細かくくだいて
こな

粉にし、
あぶら

油やにかわの
えき

液でとかして、
つか

使っていました。 

 
いま

今でも、
し ぜ ん

自然の
いし

石を
げんりょう

原料にして
つく

作った、「
いわ

岩
え

絵の
ぐ

具」を
う

売っている
ところ

所があります。しか

し、
し ぜ ん

自然のものは、そうたくさんないので、
りょう

量には
かぎ

限りがあります。 

●
がんりょう

顔料に、いろいろなものを
ま

混ぜて
つく

作る 

 
いま

今では、ほとんどの
え

絵の
ぐ

具は、
こうじょう

工場で、
じんこうてき

人工的に
つく

作られています。
がんりょう

顔料という
いろ

色のもと

に、
あぶら

油や
じ ゅ し

樹脂、にかわなどを
ま

混ぜて、
ね

練り
あ

合わせて
つく

作ります。ほとんどの
がんりょう

顔料は、
せ き ゆ

石油を
げんりょう

原料にして
つく

作られます。
じ ゅ し

樹脂は、
き

木の
みき

幹から
で

出る
えき

液が、
かた

固まったものです。また、にかわ

は、
どうぶつ

動物の
かわ

皮や
ほね

骨を、
みず

水でにつめて
つく

作ったものです。 

 
あぶらえ

油絵の
ぐ

具は、
がんりょう

顔料に
かんせいゆ

乾性油や、
じ ゅ し

樹脂などを、
ま

混ぜ
あ

合わせて
つく

作ります。
かんせいゆ

乾性油は、
く う き

空気に

ふれると
かた

固まる
せいしつ

性質のある、
しょくぶつせい

植物性の
あぶら

油です。 

 
すいさい

水彩
え

絵の
ぐ

具は、
がんりょう

顔料にアラビアゴム、はちみつ、グリセリンなどを
ま

混ぜ
あ

合わせて
つく

作りま

す。グリセリンは、
し ぼ う

脂肪や
あぶら

油から
つく

作る
えきたい

液体です。 

 また、
に ほ ん が

日本画をかくときの
え

絵の
ぐ

具は、
がんりょう

顔料に、にかわを
ま

混ぜ
あ

合わせて
つく

作ります。 
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